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１．経営成績 
 
（１）経営成績に関する分析 

 ・当期の経営成績 

平成 25 年度のわが国経済は、緩やかな回復の動きが持続しました。企業収益や景況感が改善する中で

設備投資は拡大し、各種経済対策の効果等から公共投資は増加しました。また、労働需給や所得環境が緩

やかに改善するもとで、個人消費や住宅投資は、消費税引き上げ前の駆け込み需要等もあり、底堅く推移

しました。輸出についても、米国景気の緩やかな回復や為替相場動向の影響が下支えになり、持ち直す動

きが見られました。 

金融面では、平成 25 年４月、日本銀行によりデフレ脱却等を目的とした大胆な金融緩和が実施され、

為替相場は円安が進行し、長期金利をはじめとした国内金利は低位に推移しました。株価については、米

国の金融緩和縮小や東欧情勢の緊迫等の要因により、一時的に大きく変動する局面があったものの、比較

的堅調な動きとなりました。 

当行の主要な営業基盤である長崎県経済は、緩やかな回復の動きが見られました。生産面では、造船は

新船の建造需要が底打つ中で下げ止まり、機械・重電機器は新興国からの受注を確保するなど安定した操

業を継続しました。需要面では、設備投資はやや低水準な動きから持ち直し、公共投資・住宅投資は前年

を上回って推移しました。観光面では、大型観光施設による集客施策や世界新三大夜景認定の効果等を背

景に、主要観光施設の入場者数や主要宿泊施設の宿泊客数は、前年を上回って推移しました。なお、雇用・

所得環境は、依然として厳しい状況にあるものの緩やかな改善が続いています。 

このような経済情勢の中、当連結会計年度の損益面につきましては、連結経常収益は前連結会計年度比

12 億 35 百万円減少して 489 億 77 百万円、連結経常費用は前連結会計年度比 29 億 51 百万円減少して 395

億 93 百万円となりました。その結果、連結経常利益は前連結会計年度比 17億 15 百万円増加して 93 億

84 百万円となりました。 

連結当期純利益は前連結会計年度比 24 億 29 百万円増加して 60 億 44 百万円となりました。 

十八銀行単体の損益面につきましては、経常収益は、利回り低下による貸出金利息の減少等により前年

同期比 18 億 34 百万円減少して 410 億 17 百万円となりました。一方、経常費用は営業経費及び株式等償

却や与信関係費用が減少したこと等により前年同期比 32 億 65 百万円減少して 327 億 82 百万円となりま

した。その結果、経常利益は 82 億 35 百万円、当期純利益は 59億 68 百万円となりました。なお、銀行本

来の収益をあらわすコア業務純益（一般貸倒引当金繰入前の業務純益から国債等債券損益を控除）は前年

同期比 17 百万円増加し 75 億 21 百万円となりました。 

事業の種類別セグメントの業績（内部取引控除前）は次のとおりであります。 

① 銀行業 

経常収益は前連結会計年度比 18 億 34 百万円減少して 410 億 17 百万円となり、セグメント利益は前

連結会計年度比 14 億 31 百万円増加して 82 億 35 百万円となりました。 

② リース業 

経常収益は前連結会計年度比７億 15 百万円増加して 77 億９百万円となり、セグメント利益は前連結

会計年度とほぼ変わらず３億 31 百万円となりました。 

③ 保証業 

経常収益は前連結会計年度比 41 百万円増加して７億 37 百万円となり、セグメント利益は前連結会計

年度比１億 87 百万円増加して５億 78 百万円となりました。 

④ その他の事業 

その他の事業の主なものは、クレジットカード業等であります。経常収益は前連結会計年度比 32 百

万円減少して 26 億 25 百万円となり、セグメント利益は前連結会計年度比 57 百万円減少して２億 47

百万円となりました。 

 

 ・次期の見通し 

平成 26 年度通期の業績につきましては、連結ベースで連結経常利益 62 億円、連結当期純利益 43 億円、

また、単体ベースで経常利益 56 億円、当期純利益 41 億円をそれぞれ見込んでおります。 

業績予想の前提となる市場金利等については平成 26 年３月末現在の水準をもとに予想しております。

また、信用コストは、通期で 17 億円を予想しております。 

なお、上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確実な
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要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によっ

て大きく異なる結果となる可能性があります。 

 

（２）財政状態に関する分析 

  ①資産・負債・純資産の状況 

当連結会計年度末の主要勘定残高につきましては、調達面では、譲渡性預金を含む預金が前連結会計年

度末比 354 億円増加して２兆 3,522 億円となり、運用面では貸出金が前連結会計年度末比 368 億円増加し

て１兆 3,771 億円となりました。 

十八銀行単体の業績につきましては、譲渡性預金を含む預金の期末残高は個人預金･法人預金を中心に増

加し、前年度末比 345 億円増加し、２兆 3,584 億円となりました。 

貸出金は地元中堅・中小企業融資への取組みや個人向けローンの増強に注力し、期末残高は前年度末比

361 億円増加し、１兆 3,803 億円となりました。 

有価証券の期末残高は前年度末比 61 億円減少し、１兆 1,031 億円となりました。 

  ②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度にかかるキャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは譲

渡性預金及びコールマネーが減少したこと等を主因に前連結会計年度比 995 億 38 百万円減少して８億 92

百万円のプラス、投資活動によるキャッシュ・フローは有価証券の償還及び売却による収入が増加したこ

と等を主因に前連結会計年度比 1,051 億 86 百万円増加して 177 億 90 百万円のプラスとなり、財務活動に

よるキャッシュ・フローは劣後特約付借入金の返済及び劣後特約付社債の償還により前連結会計年度比

148 億 49 百万円減少して 160 億 60 百万円のマイナスとなりました。 

その結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は前連結会計年度末比 26 億 34 百万円増加して

777 億９百万円となりました。 
  ③自己資本比率の状況 

自己資本比率は、今期より新自己資本比率規制（国内基準）により算出しております。連結ベースで

12.67％、単体ベースで 12.42％となりました。 

２．企業集団の状況 

当行グループ(当行及び当行の関係会社)は、当行、(連結)子会社６社の計７社で構成され、銀行業務を中
心に、リース業務などの金融サービスに係る事業を行っております。 
当行グループの事業に係わる位置づけは次のとおりであります。 
(銀行業務) 

預金業務、貸出業務、商品有価証券売買業務、有価証券投資業務、内国為替業務、外国為替業務、社
債受託及び登録業務等並びに代理業務等の附帯業務を行っております。 
(リース業務) 

動産及び諸権利のリースを行っております。 
(保証業務) 

住宅金融、消費者金融に関する借入債務の保証業務等を行っております。 
(その他業務) 

その他の業務については、主に以下の事業系統図のとおりであります。 
 
以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。 

 

 十八銀行     銀行業務  本店１ヵ店・支店等 99 ヵ店（支店 90、出張所 9） 

 

          リース業務 十八総合リース（株）   （リース業務） 

 

保証業務  長崎保証サービス（株）  （信用保証業務） 

 

          その他業務 十八ビジネスサービス（株）（事務受託業務） 

                （株）十八カード     （クレジットカード業務） 

十八ソフトウェア（株）  （コンピュータサービス業務） 

                （株）長崎経済研究所   （調査研究業務） 
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３．経営方針 
（１）会社の経営の基本方針 

当行は、企業理念を以下のとおり定め、地域社会の発展に貢献できるよう、収益力の強化や健全性の維
持・向上に向け企業努力を続けております。 
「地域とともに」   十八銀行は、地域のための金融機関として、地域とともに歩み、ともに発展し､

地域社会と人々のより豊かな明日の創造に貢献します。 
「お客さまのために」 十八銀行は、お客さまのご要望に的確にお応えするため、先見性と健全性をも

ち、人と組織を活かし、どこよりも質の高いサービスを提供します。 
「心をこめて」    私たちは、たえず自分を磨き、明るく楽しく、いきいきと仕事に取り組み、ふ

れあいを大切にした行動で信頼と期待に応えます。 
 
（２）目標とする経営指標 

中期経営計画「ＣＳ³（シーエスキューブ）」において、目標とする主な経営指標は以下のとおりであり
ます。 
   〔１st-Stage 最終年度の計数目標〕（平成 28年度） 
    ◆コア業務純益          70 億円以上 
    ◆当期純利益           35 億円以上 
    ◆自己資本比率          10％台後半以上（経過措置適用せず） 
    ◆貸出金平残増加額        1,500 億円以上（平成 25 年度比） 

◆預金平残増加額（含むＮＣＤ）   1,600 億円以上（平成 25 年度比） 
 
（３）中長期的な会社の経営戦略 

当行は、平成 26 年４月に中期経営計画「ＣＳ³（シーエスキューブ）」をスタートさせました。本計画
では、揺るぎない経営基盤を構築するとともに、地域活力の創造への主体的な取り組み、お客さま満足度
の高いサービスの提供により、地域ならびにお客さまとのつながりを深化させ、ともに成長していくこと
を基本方針に掲げ、最初の３年間を地域・お客さまとのつながりを深化させる１st-Stage、次の２年間を
地域・お客さまとともに成長していく２nd-Stage の、５ヵ年計画といたしました。 
また、本計画において、５つの重点的に取り組む事項を定め、これらを確実に実践していくことで、地

域との共存共栄、お客さま満足度の飛躍的な向上を図り、当行の長期ビジョンである「長崎県のトップバ
ンクとして、圧倒的に支持・信頼される銀行」を目指してまいります。 

 
【重点的に取り組む事項】 

① 質の高い商品・サービスの提供 
徹底したお客さま目線による商品・サービスの提供、お客さまの利便性の追求を着実に実践して

いくほか、相談態勢の充実、付加価値の高い提案営業の強化等を図っていくことで、お客さまから
選んでいただける銀行を目指してまいります。 
 

② 地域と連携した経済活性化への貢献 
地域の銀行であることの自覚と責任をしっかり持って、グループ挙げて各種地域活性化プロジェ

クトに主体的に参画していくとともに、地域企業のライフステージに応じた支援を積極的に行うこ
とで、地域との共存共栄を目指してまいります。 
 

③ 営業力の強化 
営業面、事務面のプロセス改革を実施することで営業活動時間の拡大を図り、お客さまとの接点

の増加・きめ細やかな提案活動等を実現させ、強固な営業基盤を構築してまいります。また、特に
専門性の高い分野におきましては、専門スタッフを配置するほか、必要に応じて外部機関との連携
等により、お客さまサポート体制の強化を図ってまいります。 
 

④ 人材育成と働きがいのある職場づくり 
お客さまとの信頼関係を構築できる人間力の高い「自律型人材」（環境変化に対し自ら主体的に

考えて積極的に行動し成果を出せる人材）を育成するとともに全職員のモチベーションを高め、活
力ある組織づくりに努めてまいります。 

 
⑤  安定的経営体質の構築 

コストマネジメント強化と業務提携によるスケールメリットの追求、安心・安全な金融サービ
ス態勢の構築、リスク管理・内部管理態勢の強化、コンプライアンス風土の醸成により、いかな
る経営環境の変化にも対応できる強固な経営基盤を構築してまいります。 
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（４）会社の対処すべき課題 

   金融界においては、低金利が長期化している環境のもと、収益の維持・拡大のため県境を越えた地域金

融機関相互の競争が激化しています。また、国内経済の先行きについては、金融緩和の継続等により緩や

かな景気回復持続が期待されますが、海外景気の下振れや地政学的要因等によっては、国内景気が下押し

されるリスクが存在することに留意する必要があります。 

一方、地域経済は緩やかに回復しつつあるものの、人口減少・少子高齢化の進展等大きな課題を抱えて

います。このような経営環境のなか、地域金融機関として、国内経済の情勢に十分注視し、引き続き活力

ある地域社会を目指し、中小企業の支援、地域のお客さまの利便性・安全性の向上を図っていく必要があ

ります。 

当行は、平成 26 年４月よりスタートした新中期経営計画「ＣＳ³（シーエスキューブ）」（１st-Stage：

平成 26 年４月～平成 29 年３月、２nd-Stage：平成 29 年４月～平成 31 年３月）において、地域活力の創

造へ主体的に取り組んでいくほか、お客さま満足度の高いサービスを提供していくことにより、地域にお

いて圧倒的に支持・信頼される銀行を目指してまいります。 

併せまして、金融機関としての社会性・公共性を十分認識し、法令等遵守態勢の強化・充実を図ってま

いります。 
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

資産の部

現金預け金 75,369 77,885

コールローン及び買入手形 - 10,000

買入金銭債権 2,490 2,219

商品有価証券 48 64

金銭の信託 4,920 4,866

有価証券 1,108,498 1,102,510

貸出金 1,340,286 1,377,130

外国為替 2,332 5,865

リース債権及びリース投資資産 13,280 14,298

その他資産 41,096 7,678

有形固定資産 36,977 36,278

建物 8,085 7,641

土地 26,807 26,834

建設仮勘定 71 2

その他の有形固定資産 2,013 1,799

無形固定資産 2,342 1,452

ソフトウエア 2,170 976

その他の無形固定資産 171 476

退職給付に係る資産 - 8

繰延税金資産 1,846 2,649

支払承諾見返 6,678 5,528

貸倒引当金 △23,888 △23,337

資産の部合計 2,612,279 2,625,099

負債の部

預金 2,220,172 2,287,200

譲渡性預金 96,592 65,030

コールマネー及び売渡手形 30,815 16,878

債券貸借取引受入担保金 29,338 39,218

借用金 22,382 35,050

外国為替 261 97

社債 8,000 -

その他負債 45,780 20,062

役員賞与引当金 62 74

退職給付引当金 9,096 -

退職給付に係る負債 - 9,006

偶発損失引当金 548 397

睡眠預金払戻損失引当金 234 355

利息返還損失引当金 20 4

繰延税金負債 0 1

再評価に係る繰延税金負債 6,586 6,569

支払承諾 6,678 5,528

負債の部合計 2,476,570 2,485,476
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

純資産の部

資本金 24,404 24,404

資本剰余金 19,907 19,907

利益剰余金 64,746 69,769

自己株式 △732 △736

株主資本合計 108,326 113,345

その他有価証券評価差額金 14,372 12,248

繰延ヘッジ損益 △716 △457

土地再評価差額金 10,410 10,390

退職給付に係る調整累計額 - △211

その他の包括利益累計額合計 24,066 21,971

少数株主持分 3,316 4,305

純資産の部合計 135,709 139,622

負債及び純資産の部合計 2,612,279 2,625,099

決算短信 （宝印刷）  2014年05月08日 18時49分 2ページ （Tess 1.40 20131220_01）

株式会社十八銀行(8396) 平成26年３月期 決算短信

7



（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

経常収益 50,213 48,977

資金運用収益 31,884 30,871

貸出金利息 21,804 20,602

有価証券利息配当金 9,990 10,132

コールローン利息及び買入手形利息 27 53

預け金利息 1 3

その他の受入利息 60 80

役務取引等収益 7,137 7,000

その他業務収益 9,735 9,482

その他経常収益 1,456 1,622

償却債権取立益 321 251

その他の経常収益 1,134 1,371

経常費用 42,544 39,593

資金調達費用 2,226 1,941

預金利息 1,057 1,070

譲渡性預金利息 120 132

コールマネー利息及び売渡手形利息 42 57

債券貸借取引支払利息 50 60

借用金利息 318 200

社債利息 234 52

その他の支払利息 401 368

役務取引等費用 2,351 2,393

その他業務費用 577 862

営業経費 32,900 32,751

その他経常費用 4,489 1,643

貸倒引当金繰入額 1,478 621

その他の経常費用 3,011 1,022

経常利益 7,668 9,384

特別利益 1 3

固定資産処分益 1 3

特別損失 255 410

固定資産処分損 80 357

減損損失 175 47

その他の特別損失 - 5

税金等調整前当期純利益 7,414 8,977

法人税、住民税及び事業税 1,250 1,614

法人税等調整額 1,808 312

法人税等合計 3,059 1,926

少数株主損益調整前当期純利益 4,355 7,050

少数株主利益 739 1,006

当期純利益 3,615 6,044
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 4,355 7,050

その他の包括利益 7,236 △1,864

その他有価証券評価差額金 7,219 △2,124

繰延ヘッジ損益 16 259

包括利益 11,591 5,185

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 10,851 4,179

少数株主に係る包括利益 740 1,006
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 24,404 20,275 63,368 △2,204 105,844

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △1,045 　 △1,045

当期純利益 　 　 3,615 　 3,615

自己株式の取得 　 　 　 △150 △150

自己株式の処分 　 △0 　 0 0

自己株式の消却 　 △1,623 　 1,623 -

その他資本剰余金

の負の残高の振替
　 1,255 △1,255 　 -

土地再評価差額金

の取崩
　 　 76 　 76

連結子会社等の減少

に伴う利益剰余金の

減少

　 　 △13 　 △13

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　 　

当期変動額合計 - △367 1,377 1,472 2,482

当期末残高 24,404 19,907 64,746 △732 108,326

　

その他の包括利益累計額

少数株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ損益
土地再評価

差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 7,154 △733 10,486 - 16,906 2,586 125,338

当期変動額 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △1,045

当期純利益 　 　 　 　 　 3,615

自己株式の取得 　 　 　 　 　 △150

自己株式の処分 　 　 　 　 　 0

自己株式の消却 　 　 　 　 　 -

その他資本剰余金

の負の残高の振替
　 　 　 　 　 -

土地再評価差額金

の取崩
　 　 　 　 　 76

連結子会社等の減少

に伴う利益剰余金の

減少

　 　 　 　 　 △13

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
7,218 16 △76 - 7,159 729 7,889

当期変動額合計 7,218 16 △76 - 7,159 729 10,371

当期末残高 14,372 △716 10,410 - 24,066 3,316 135,709
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当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 24,404 19,907 64,746 △732 108,326

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △1,040 　 △1,040

当期純利益 　 　 6,044 　 6,044

自己株式の取得 　 　 　 △4 △4

自己株式の処分 　 △0 　 0 0

自己株式の消却 　 　 　

その他資本剰余金

の負の残高の振替
　 0 △0 　 -

土地再評価差額金

の取崩
　 　 19 　 19

連結子会社等の減少

に伴う利益剰余金の

減少

　 　 　

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　 　

当期変動額合計 - - 5,022 △4 5,018

当期末残高 24,404 19,907 69,769 △736 113,345

　

　

その他の包括利益累計額

少数株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ損益
土地再評価

差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 14,372 △716 10,410 - 24,066 3,316 135,709

当期変動額 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △1,040

当期純利益 　 　 　 　 　 6,044

自己株式の取得 　 　 　 　 　 △4

自己株式の処分 　 　 　 　 　 0

自己株式の消却 　 　 　 　 　 　

その他資本剰余金

の負の残高の振替
　 　 　 　 　 -

土地再評価差額金

の取崩
　 　 　 　 　 19

連結子会社等の減少

に伴う利益剰余金の

減少

　 　 　 　 　

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
△2,124 259 △19 △211 △2,095 989 △1,105

当期変動額合計 △2,124 259 △19 △211 △2,095 989 3,912

当期末残高 12,248 △457 10,390 △211 21,971 4,305 139,622
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 7,414 8,977

減価償却費 3,175 2,686

減損損失 175 47

貸倒引当金の増減（△） △886 △550

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9 12

退職給付引当金の増減額（△は減少） △277 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △3,518

偶発損失引当金の増減額（△は減少） △725 △151

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） 17 121

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △46 △15

資金運用収益 △31,884 △30,871

資金調達費用 2,226 1,941

有価証券関係損益（△） △277 △1,531

金銭の信託の運用損益（△は運用益） 15 52

為替差損益（△は益） △7,165 △7,901

固定資産処分損益（△は益） 78 353

商品有価証券の純増（△）減 38 △16

貸出金の純増（△）減 △33,750 △36,844

預金の純増減（△） 70,689 67,028

譲渡性預金の純増減（△） 17,856 △31,562

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増
減（△）

481 19,668

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）
減

△11 117

コールローン等の純増（△）減 - △10,000

コールマネー等の純増減（△） 29,993 △13,936

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） 11,871 9,880

買入金銭債権の純増（△）減 △1,202 271

外国為替（資産）の純増（△）減 △490 △3,532

外国為替（負債）の純増減（△） 194 △163

リース債権及びリース投資資産の純増（△）
減

△276 △1,018

資金運用による収入 33,121 32,995

資金調達による支出 △2,461 △2,185

その他 2,819 2,278

小計 100,704 2,633

法人税等の還付額 65 0

法人税等の支払額 △339 △1,740

営業活動によるキャッシュ・フロー 100,431 892

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △402,596 △395,574

有価証券の売却による収入 196,503 234,204

有価証券の償還による収入 119,966 180,682

有形固定資産の取得による支出 △926 △1,126

有形固定資産の売却による収入 38 90

無形固定資産の取得による支出 △380 △486

投資活動によるキャッシュ・フロー △87,395 17,790
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

劣後特約付借入金の返済による支出 - △7,000

劣後特約付社債の償還による支出 - △8,000

配当金の支払額 △1,044 △1,039

少数株主への配当金の支払額 △16 △16

自己株式の取得による支出 △150 △4

自己株式の売却による収入 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,211 △16,060

現金及び現金同等物に係る換算差額 12 11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 11,836 2,634

現金及び現金同等物の期首残高 63,238 75,074

現金及び現金同等物の期末残高 75,074 77,709
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更等） 

  退職給付に関する会計基準の適用 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付会計基準」

という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 平成 24 年５月

17 日。以下「退職給付適用指針」という。）を、当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基

準第 35 項本文及び退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資

産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度末において、税効果調整後の未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用をその

他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額として計上しております。 

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が 9,006 百万円計上されております。また、

その他の包括利益累計額が 211 百万円減少しております。 

     

（未適用の会計基準等） 

退職給付会計基準等（平成 24 年５月 17 日） 

１. 概要 

     当該会計基準等は、財務報告を改善する観点及び国際的な動向を踏まえ、未認識数理計算上の差異 

及び未認識過去勤務費用の処理方法、退職給付債務及び勤務費用の計算方法並びに開示の拡充を中 

心に改正されたものであります。 

２．適用予定日 

     当行は、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の改正については、平成 26 年４月１日に開始する連

結会計年度の期首から適用する予定であります。 

３．当該会計基準等の適用による影響 

     当該会計基準等の適用による影響は、評価中であります。 
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（セグメント情報等） 

当連結会計年度(自 平成 25年４月１日 至 平成26年３月31日) 

１．報告セグメントの概要 

当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、当行の重要な業務の執行等を決定する経営会議が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するため

に、定期的に検討を行う対象となっているものです。 

当行グループは、当行に経営管理部門を置き、銀行業務を中心にリース業務、保証業務などの金融サー

ビスの提供を事業活動として展開しております。 

「銀行業」は、預金業務、貸出金業務、為替業務等を中心とした銀行業務を行っております。「リース

業」は、リース業務を行っております。「保証業」は保証業務を行っております。 

 ２．報告セグメントごとの経常収益及び利益、資産、負債、その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項と

概ね同一であります。 

３．報告セグメントごとの経常収益及び利益、資産、負債、その他の項目の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 合計 調整額 

連結 

財務諸表

計上額 
銀行業 リース業 保証業 計 

経常収益    

 外部顧客に対する 

 経常収益 
40,829 6,744 563 48,137 917 49,054 △76 48,977

 セグメント間の 

内部経常収益 
188 964 174 1,327 1,708 3,036 △3,036 ―

計 41,017 7,709 737 49,465 2,625 52,090 △3,113 48,977

セグメント利益 8,235 331 578 9,145 247 9,393 △9 9,384

セグメント資産 2,613,214 19,920 5,468 2,638,603 7,226 2,645,830 △20,731 2,625,099

セグメント負債 2,478,235 17,729 3,220 2,499,184 4,650 2,503,835 △18,358 2,485,476

その他の項目 

 減価償却費 

 資金運用収益 

 資金調達費用 

 特別利益 

 特別損失 

 （減損損失） 

 税金費用 

 

2,620 

30,693 

1,867 

3 

410 

47 

1,859 

 

53 

98 

134 

― 

0 

― 

8 

7

2

―

―

―

―

49

2,681

30,794

2,002

3

410

47

1,917

9

179

28

―

0

―

9

2,690

30,973

2,030

3

410

47

1,926

 

△3 

△101 

△89 

― 

― 

― 

△0 

2,686

30,871

1,941

3

410

47

1,926

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
1,571 15 9 1,595 11 1,606 ― 1,606

（注）１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業

等を含んでおります。 

３．調整額の主なものは次のとおりであります。 

(1) 経常収益の調整額は、セグメント間取引消去3,113百万円であります。 

(2) セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去20,731百万円であります。 

(3) セグメント負債の調整額は、セグメント間取引消去18,358百万円であります。 

４．セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 
 

 
当連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
至 平成26年３月31日) 

１株当たり純資産額 円 780.18 

１株当たり当期純利益金額 円 34.85 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。 

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 当連結会計年度末 
(平成26年３月31日) 

純資産の部の合計額(百万円) 139,622 

純資産の部の合計額から控除する金額 

(百万円) 

 

4,305 

 (うち少数株主持分) 4,305 

普通株式に係る連結会計年度末の純資産額

(百万円) 

 

135,316 

１株当たり純資産額の算定に用いられた連結

会計年度末の普通株式の数(千株) 

 

173,442 

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

  
当連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
至 平成26年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益 百万円 6,044 

普通株主に帰属しない金額 百万円 ― 

普通株式に係る当期純利益 百万円 6,044 

普通株式の期中平均株式数 千株 173,451 

 

（重要な後発事象） 

     該当事項はありません。 
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当事業年度
(平成26年３月31日)

資産の部

現金預け金 75,204 77,812

現金 48,055 45,355

預け金 27,148 32,456

コールローン - 10,000

買入金銭債権 2,490 2,219

商品有価証券 48 64

商品国債 21 31

商品地方債 26 32

金銭の信託 4,920 4,866

有価証券 1,109,299 1,103,187

国債 621,004 607,095

地方債 158,483 143,742

社債 208,728 215,470

株式 27,052 28,062

その他の証券 94,031 108,817

貸出金 1,344,181 1,380,312

割引手形 8,027 7,194

手形貸付 45,261 48,909

証書貸付 1,106,207 1,150,161

当座貸越 184,684 174,046

外国為替 2,332 5,865

外国他店預け 2,308 5,844

買入外国為替 0 -

取立外国為替 24 20

その他資産 38,078 4,437

前払費用 55 33

未収収益 2,744 2,452

金融派生商品 159 98

その他の資産 35,118 1,852

有形固定資産 37,426 36,645

建物 7,864 7,433

土地 25,896 25,923

リース資産 2,030 1,837

建設仮勘定 71 2

その他の有形固定資産 1,563 1,448

無形固定資産 2,050 1,260

ソフトウエア 1,539 722

リース資産 343 309

その他の無形固定資産 167 229

前払年金費用 13 8

繰延税金資産 1,524 2,059

支払承諾見返 6,409 5,302

貸倒引当金 △21,055 △20,942

資産の部合計 2,602,925 2,613,099
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当事業年度
(平成26年３月31日)

負債の部

預金 2,227,302 2,293,412

当座預金 111,463 101,575

普通預金 1,126,042 1,182,941

貯蓄預金 52,616 50,384

通知預金 8,498 7,585

定期預金 889,404 914,675

その他の預金 39,277 36,250

譲渡性預金 96,592 65,030

コールマネー 30,815 16,878

債券貸借取引受入担保金 29,338 39,218

借用金 14,768 27,108

借入金 14,768 27,108

外国為替 261 97

売渡外国為替 260 96

未払外国為替 0 1

社債 8,000 -

その他負債 40,963 14,971

未払法人税等 1,117 1,015

未払費用 1,253 994

前受収益 539 848

金融派生商品 1,750 1,265

リース債務 2,493 2,255

その他の負債 33,808 8,591

役員賞与引当金 54 63

退職給付引当金 8,917 8,503

偶発損失引当金 548 397

睡眠預金払戻損失引当金 234 355

再評価に係る繰延税金負債 6,586 6,569

支払承諾 6,409 5,302

負債の部合計 2,470,793 2,477,909

純資産の部

資本金 24,404 24,404

資本剰余金 19,914 19,914

資本準備金 19,914 19,914

利益剰余金 64,458 69,405

利益準備金 7,531 7,531

その他利益剰余金 56,926 61,873

別途積立金 50,000 50,000

固定資産圧縮積立金 150 150

土地特別積立金 143 143

繰越利益剰余金 6,632 11,579

自己株式 △732 △736

株主資本合計 108,045 112,987

その他有価証券評価差額金 14,372 12,248

繰延ヘッジ損益 △716 △457

土地再評価差額金 10,430 10,411

評価・換算差額等合計 24,086 22,202

純資産の部合計 132,131 135,190

負債及び純資産の部合計 2,602,925 2,613,099
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当事業年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

経常収益 42,851 41,017

資金運用収益 31,701 30,693

貸出金利息 21,613 20,415

有価証券利息配当金 9,998 10,140

コールローン利息 27 53

預け金利息 1 3

その他の受入利息 60 80

役務取引等収益 6,666 6,562

受入為替手数料 2,405 2,375

その他の役務収益 4,261 4,186

その他業務収益 3,063 2,148

外国為替売買益 - 0

商品有価証券売買益 5 4

国債等債券売却益 2,708 1,817

国債等債券償還益 340 217

金融派生商品収益 - 108

その他の業務収益 8 0

その他経常収益 1,419 1,613

償却債権取立益 315 240

株式等売却益 80 598

その他の経常収益 1,024 774

経常費用 36,047 32,782

資金調達費用 2,141 1,867

預金利息 1,059 1,071

譲渡性預金利息 120 132

コールマネー利息 42 57

債券貸借取引支払利息 50 60

借用金利息 232 125

社債利息 234 52

金利スワップ支払利息 400 367

その他の支払利息 1 0

役務取引等費用 2,799 2,877

支払為替手数料 619 674

その他の役務費用 2,179 2,202

その他業務費用 577 862

外国為替売買損 0 -

国債等債券売却損 391 835

国債等債券償却 - 26

金融派生商品費用 184 -

営業経費 26,245 25,534

その他経常費用 4,284 1,641

貸倒引当金繰入額 1,284 636

貸出金償却 196 432

株式等売却損 864 120

株式等償却 1,595 119

金銭の信託運用損 15 52

その他の経常費用 327 280

経常利益 6,804 8,235
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(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当事業年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

特別利益 1 3

固定資産処分益 1 3

特別損失 255 410

固定資産処分損 79 357

減損損失 175 47

その他の特別損失 - 5

税引前当期純利益 6,550 7,827

法人税、住民税及び事業税 1,027 1,393

法人税等調整額 1,794 466

法人税等合計 2,822 1,859

当期純利益 3,727 5,968
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

(単位：百万円)

　

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計

当期首残高 24,404 19,914 367 20,281

当期変動額 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　

当期純利益 　 　 　 　

自己株式の取得 　 　 　 　

自己株式の処分 　 　 △0 △0

自己株式の消却 　 　 △1,623 △1,623

その他資本剰余金

の負の残高の振替
　 　 1,255 1,255

土地再評価差額金

の取崩
　 　 　 　

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　

当期変動額合計 - - △367 △367

当期末残高 24,404 19,914 - 19,914

　

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
固定資産圧縮

積立金

土地特別

積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 7,531 50,000 150 143 5,128 62,954 △2,204 105,436

当期変動額 　 　 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 △1,045 △1,045 　 △1,045

当期純利益 　 　 　 　 3,727 3,727 　 3,727

自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 △150 △150

自己株式の処分 　 　 　 　 　 　 0 0

自己株式の消却 　 　 　 　 　 　 1,623 -

その他資本剰余金

の負の残高の振替
　 　 　 　 △1,255 △1,255 　 -

土地再評価差額金

の取崩
　 　 　 　 76 76 　 76

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　 　 　 　 　

当期変動額合計 - - - - 1,503 1,503 1,472 2,608

当期末残高 7,531 50,000 150 143 6,632 64,458 △732 108,045
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(単位：百万円)

　

評価・換算差額等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 7,153 △733 10,507 16,927 122,364

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 △1,045

当期純利益 　 　 　 　 3,727

自己株式の取得 　 　 　 　 △150

自己株式の処分 　 　 　 　 0

自己株式の消却 　 　 　 　 -

その他資本剰余金

の負の残高の振替
　 　 　 　 -

土地再評価差額金

の取崩
　 　 　 　 76

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
7,218 16 △76 7,159 7,159

当期変動額合計 7,218 16 △76 7,159 9,767

当期末残高 14,372 △716 10,430 24,086 132,131
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当事業年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

　

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計

当期首残高 24,404 19,914 - 19,914

当期変動額 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　

当期純利益 　 　 　 　

自己株式の取得 　 　 　 　

自己株式の処分 　 　 △0 △0

自己株式の消却 　 　

その他資本剰余金

の負の残高の振替
　 　 0 0

土地再評価差額金

の取崩
　 　 　 　

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　

当期変動額合計 - - - -

当期末残高 24,404 19,914 - 19,914

　

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
固定資産圧縮

積立金

土地特別

積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 7,531 50,000 150 143 6,632 64,458 △732 108,045

当期変動額 　 　 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 △1,040 △1,040 　 △1,040

当期純利益 　 　 　 　 5,968 5,968 　 5,968

自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 △4 △4

自己株式の処分 　 　 　 　 　 　 0 0

自己株式の消却 　 　 　 　 　 　 　

その他資本剰余金

の負の残高の振替
　 　 　 　 △0 △0 　 -

土地再評価差額金

の取崩
　 　 　 　 19 19 　 19

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　 　 　 　 　

当期変動額合計 - - - - 4,946 4,946 △4 4,942

当期末残高 7,531 50,000 150 143 11,579 69,405 △736 112,987
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(単位：百万円)

　

評価・換算差額等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 14,372 △716 10,430 24,086 132,131

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 △1,040

当期純利益 　 　 　 　 5,968

自己株式の取得 　 　 　 　 △4

自己株式の処分 　 　 　 　 0

自己株式の消却 　 　 　 　 　

その他資本剰余金

の負の残高の振替
　 　 　 　 -

土地再評価差額金

の取崩
　 　 　 　 19

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
△2,124 259 △19 △1,884 △1,884

当期変動額合計 △2,124 259 △19 △1,884 3,058

当期末残高 12,248 △457 10,411 22,202 135,190
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６．役員の異動について 

 

 本年６月 24 日（火）開催予定の定時株主総会及び同株主総会終了後に開催される取締役会の決議を

前提に、以下のとおり、代表執行役及び役員の異動を内定いたしましたので、お知らせいたします。 

  

（１） 代表執行役の異動について（平成 26 年６月 24 日付） 

 

氏 名 新役職名 現役職名 

宮脇
みやわき

 雅
まさ

俊
とし

 
取締役 報酬委員長 取締役 指名・報酬委員長 
代表執行役会長 代表執行役頭取 

森
もり

 拓
たく

二郎
じろう

 
取締役 指名委員長 

取締役 代表執行役専務 
代表執行役頭取 

 

代表執行役の経歴は別紙をご参照ください。 

 

（２）役員の異動について（平成 26 年６月 24 日付） 

 

１．取締役候補者（８名） （株主総会決議事項） 

【役職】 【氏名】 【現役職名】 

取締役 宮脇
みやわき

 雅
まさ

俊
とし

 取締役 指名・報酬委員長 

  代表執行役頭取 

取締役 森
もり

 拓
たく

二郎
じ ろ う

 取締役 代表執行役専務 

取締役 小川
お が わ

 洋
ひろし

 取締役 常務執行役 

取締役 森
もり

 甲
かつ

成
なり

 取締役 常務執行役 

取締役（新任） 福富
ふくとみ

 卓
たかし

 執行役 本店営業部長 

取締役（新任） 中島
なかしま

 博
ひろ

明
あき

 執行役 審査部長 

社外取締役 南條
なんじょう

 宏
ひろし

 社外取締役 指名・監査・報酬委員 

社外取締役 齋藤
さいとう

 寬
ひろし

 社外取締役 指名・監査・報酬委員 

 
２．指名・監査・報酬委員会を構成する取締役候補者 （株主総会後の取締役会決議事項） 
【指名委員会】３名 【監査委員会】３名 【報酬委員会】３名 
委員長 森 拓二郎 委員長 中島 博明 委員長 宮脇 雅俊 
委員 南條 宏 委員 南條 宏 委員 南條 宏 
委員 齋藤 寬 委員 齋藤 寬 委員 齋藤 寬 
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３．執行役候補者（10 名）※印は取締役兼任 （株主総会後の取締役会決議事項） 

【役職】 【氏名】 【現役職名】 

※代表執行役会長（昇任） 宮脇
みやわき

 雅
まさ

俊
とし

 代表執行役頭取 

※代表執行役頭取（昇任） 森
もり

 拓
たく

二郎
じ ろ う

 代表執行役専務 

※常務執行役  小川
お が わ

 洋
ひろし

 常務執行役 

※常務執行役 森
もり

 甲
かつ

成
なり

 常務執行役 

※常務執行役（昇任） 福富
ふくとみ

 卓
たかし

 執行役 本店営業部長 

常務執行役 松本
まつもと

 由
よし

昭
あき

 常務執行役 佐世保地区本部長 

執行役 山下
やました

 公一
こういち

 執行役 事務統括部長 

執行役（新任） 柴田
し ば た

 浩一
こういち

 人事部長 

   執行役（新任）   鷲崎
わしざき

 哲也
て つ や

 総合企画部長 

   執行役（新任）  松本
まつもと

 隆行
たかゆき

 北支店長 

 
４．補欠取締役候補者  （株主総会決議事項） 

【役職】 【氏名】 【現役職名】 

補欠取締役 中原
なかはら

 重紀
し げ き

  補欠取締役 

※法令に定める取締役の員数を欠くことになる場合に備え、あらかじめ全社外取締役の補欠取締

 役として選任するものです。 
 

 

５．退任予定取締役 

現 取締役 監査委員長 宮原
みやはら

 泰
やす

治郎
じ ろ う

  
 
６．退任予定執行役 

  現 執行役 福岡支店長 立岩
たていわ

 良一
りょういち

 

  

  なお、立岩 良一は長崎保証サービス株式会社 代表取締役社長に就任予定です。 

 

                                       以 上 
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＜別紙＞代表執行役の略歴 

 

 

   氏    名    宮
みや

 脇
わき

  雅
まさ

 俊
とし

 

 

   生 年 月 日    昭和１９年１０月４日生 

    

   出 身 地    長崎県 

 

   最 終 学 歴    長崎大学 経済学部卒 

  

   略    歴    昭和４３年 ４月  十八銀行入行 

 

             平成 ３年 ６月  観光通支店長 

 

             平成 ４年 ５月  融資部長 

 

             平成 ７年 ６月  営業統括部長 

 

             平成 ８年 ６月  取締役本店営業部長兼卸センター支店長 

 

             平成１１年 ４月  取締役本店営業部長兼卸センター支店長 

                       兼広馬場支店長 

 

             平成１１年 ６月  常務取締役 

 

             平成１５年 ６月  代表取締役専務 

 

             平成１８年 ６月  代表取締役副頭取 

 

             平成１９年 ６月  取締役代表執行役頭取 

 

             平成２１年 ６月  取締役指名・報酬委員長 

                       代表執行役頭取 

 

   所 有株式数    ８８，０００株（平成２６年３月３１日現在） 

 

                                      以 上 
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＜別紙＞代表執行役の略歴 

 

 

   氏    名    森
もり

  拓
たく

 二
じ

 郎
ろう

 

 

   生 年 月 日    昭和３０年２月２８日生 

    

   出 身 地    長崎県 

 

   最 終 学 歴    九州大学 経済学部卒 

  

   略    歴    昭和５３年 ４月  十八銀行入行 

 

             平成１０年 ６月  佐賀支店長 

 

             平成１３年 ６月  秘書室長 

 

             平成１６年 ６月  経営管理部長 

 

             平成１７年 ６月  人事部長兼人材開発室長 

 

             平成１９年 ６月  執行役本店営業部長   

             

             平成２２年 ６月  取締役常務執行役 

 

             平成２４年 ６月  取締役代表執行役専務 

 

   所 有株式数    １４，０００株（平成２６年３月３１日現在） 

 

                                      以 上 
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取締役候補者の略歴については、次のとおりであります。 

 

 

宮脇
みやわき

 雅
まさ

俊
とし

 （現 取締役指名・報酬委員長 代表執行役頭取） 

別紙代表執行役略歴に同じ 

 

 

森
もり

 拓
たく

二郎
じろう

（現 取締役代表執行役専務） 

別紙代表執行役略歴に同じ 

 

 

小川
おがわ

 洋
ひろし

 （現 取締役常務執行役） 

生 年 月 日 昭和３１年１月６日生 

出 身 地 長崎県 

学 歴 慶應義塾大学商学部卒 

略   歴 昭和５３年４月当行入行 

 桜町支店長、観光通支店長、大村支店長、執行役佐世保支店長、 

執行役人事部長を経て 

平成２２年６月より現職 

 

  

森
もり

 甲
かつ

成
なり

 （現 取締役常務執行役） 

生 年 月 日 昭和３２年６月１３日生 

出 身 地 長崎県 

学 歴 九州大学法学部卒 

略   歴 昭和５５年４月当行入行 

 大塔支店長、時津支店長、秘書室長、次期システム移行統括部長、 

融資企画部長、執行役審査部長を経て 

平成２３年６月より現職 

 

 

福富
ふくとみ

 卓
たかし

 （現 執行役本店営業部長） 

生 年 月 日 昭和３４年４月２７日生 

出 身 地 長崎県 

学   歴 山口大学経済学部卒 

略   歴 昭和５７年４月当行入行 

 大野支店長、秘書室長、営業統括部長を経て 

平成２２年６月より現職 
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中島
なかしま

 博
ひろ

明
あき

 （現 執行役審査部長） 

生 年 月 日 昭和３４年８月１３日生 

出 身 地 長崎県 

学   歴 長崎大学経済学部卒 

略   歴 昭和５７年４月当行入行 

 西福岡支店長、佐世保駅前支店長、北支店長、融資企画部長を経て 

平成２３年６月より現職 

 

 

南 條
なんじょう

  宏
ひろし

 （現 社外取締役指名・監査・報酬委員） 

生 年 月 日 昭和１５年６月１日生 

出 身 地 熊本県 

学   歴 大分大学経済学部卒 

略   歴 昭和３９年４月 三菱造船株式会社入社 

 三菱重工業株式会社取締役経理部長、同社代表取締役常務、 

当行監査役を経て  

平成１９年６月より現職 

 

 

齋
さい

藤
とう

   寬
ひろし

 （現 社外取締役指名・監査・報酬委員） 
生 年 月 日 昭和１２年１月５日生 

出 身 地 長野県 

学   歴 東北大学医学部卒 

東北大学大学院医学研究科博士課程修了 

略   歴 昭和４３年４月 東北大学附属病院第二内科副手 

 環境庁国立公害研究所環境保健部室長、長崎大学教授、長崎大学医学部長、 

長崎大学学長、国立大学法人長崎大学学長を経て 

平成２１年６月より現職 

 

 

補欠取締役候補者の略歴については、次のとおりであります。 

 

中原
なかはら

 重紀
しげき

 （現 補欠取締役）  
生 年 月 日 昭和１７年３月５日生 

出 身 地 長崎県 

学 歴 中央大学法学部卒 

略   歴 昭和４５年５月 弁護士登録（長崎県弁護士会） 

 昭和４６年９月 中原法律事務所開設（現在に至る） 

長崎県弁護士会会長等を歴任 

国立大学法人長崎大学大学院医歯薬学総合研究科倫理委員会及び 

同医学系倫理委員会委員（現職） 
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執行役候補者の略歴については、次のとおりであります。 

 

宮脇
みやわき

 雅
まさ

俊
とし

 （現 取締役指名・報酬委員長 代表執行役頭取） 

別紙代表執行役略歴に同じ 

 

 

森
もり

 拓
たく

二郎
じろう

 （現 取締役代表執行役専務） 

別紙代表執行役略歴に同じ 

 

 

小川
おがわ

 洋
ひろし

 （現 取締役常務執行役） 

取締役略歴に同じ 

 

 

森
もり

 甲
かつ

成
なり

 （現 取締役常務執行役） 

取締役略歴に同じ 

 

 

福富
ふくとみ

 卓
たかし

 （現 執行役本店営業部長） 

取締役略歴に同じ 

 

 

松本
まつもと

 由
よし

昭
あき

 （現 常務執行役佐世保地区本部長） 

生 年 月 日 昭和３１年７月６日生 

出 身 地 長崎県 

学   歴 関西大学経済学部卒 

略   歴 昭和５４年４月当行入行 

 

 

多良見町支店長、島原支店長、営業統括部長、執行役審査部長、 

執行役佐世保支店長兼佐世保地区本部長を経て 

平成２３年６月より現職 

 

 

 

株式会社十八銀行(8396) 平成26年３月期 決算短信

31



 

 

山下
やました

 公一
こういち

 （現 事務統括部長） 

生 年 月 日 昭和３４年３月１６日生 

出 身 地 長崎県 

学   歴 長崎大学経済学部卒 

略   歴 昭和５６年４月当行入行 

 

 

電算部課長、電算部次長、電算部長を経て 

平成２５年６月より現職 

 

 

柴田
しばた

 浩一
こういち

 （現 人事部長） 

生 年 月 日 昭和３６年１月２８日生 

出 身 地 長崎県 

学   歴 早稲田大学政治経済学部卒 

略   歴 昭和５８年４月当行入行 

 

 

東京支店長、総合企画部副部長、総合企画部長を経て 

平成２４年６月より現職 

 

 

鷲崎
わしざき

 哲也
てつや

 （現 総合企画部長） 

生 年 月 日 昭和３７年１１月１６日生 

出 身 地 長崎県 

学 歴 長崎大学経済学部卒 

略   歴 昭和６０年４月当行入行 

 

 

西福岡支店長、佐世保駅前支店長、秘書室長を経て 

平成２４年６月より現職 

 

 

松本
まつもと

 隆行
たかゆき

 （現 北支店長） 

生 年 月 日 昭和３８年４月１８日生 

出 身 地 長崎県 

学   歴 早稲田大学商学部卒 

略   歴 昭和６１年４月当行入行 

 

 

貝津支店長、思案橋支店長を経て 

平成２４年６月より現職 
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